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令和元年７月２５日（木） １３：３０より 

 

役場第２委員会室 

 

教 育 長    皆 見   亨 

委   員    岩 原 義 美 

委   員    吉 田   聡 

委   員    来 栖 由 喜 

委   員    岡 本 里 佳 

 

 

 

教 育 次 長    天 野 英 樹 

教 育 参 与    永 井 宗 雄 

社会教育課主幹  角 田 隆 志 

 

管理課主幹    末 永 弘 幸 

 

無し 

 

皆見教育長 

 開会を宣言する。（１３：３０） 

 

 

皆見教育長 

５／ ２０  洞爺湖マラソン 

５／ ２３  ウイメンズ・ネットワーク洞爺湖総会（文化交流会館） 

５／２５  洞爺中学校運動会（同校グラウンド） 

５／２７  教科用図書第１０採択地区教育委員会協議会 

（むろらん広域センター） 

６／  １  洞爺湖温泉小学校・桜ヶ丘保育所運動会（同校グラウンド） 

６／ ４ 中学生避難所開設体験学習会（虻田中学校） 

社会教育委員会議（役場会議室） 

６／ ５  洞爺湖町育英資金運営委員会（役場会議室） 

６／ ６  定例校長会（役場会議室） 

町教育委員会協議会（役場会議室） 

洞爺湖町体育協会総会（あぶたふれ合いセンター） 

６／ ７  洞爺湖町少年の主張大会（役場会議室） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６／１０～１１ 

 「北海道・北東北の縄文遺跡群」世界遺産登録推進総決起大会（参議院会館） 

６／１１  民生委員推薦会（役場会議室） 

６／１２  虻田中学校区学校運営協議会（役場会議室 天野次長代理） 

６／１５  虻田小学校運動会（同校グラウンド） 

とうや小学校・洞爺保育所運動会（同校グラウンド） 

６／１７～１９ 

 町議会６月会議（議場） 

６／２０  教育長辞令交付式（防災研修ホール） 

６／２１  定例教頭会（役場会議室） 

６／２４  第１回洞爺湖町文化振興基金運営委員会(役場会議室) 

第１回洞爺湖町スポーツ振興基金運営委員会(役場会議室) 

６／２８  退職町教委職員辞令交付式（教育長室） 

青少年健全育成連絡協議会総会（役場会議室） 

６／３０  洞爺産業まつり（水の駅付近湖畔） 

７ ／ １  定例校長会（役場会議室） 

７／ ３  コンサドーレ幼児サッカー教室（月浦ポロモイスタジアム） 

７／ ５  大磯・入江馬頭観音碑供養祭 

（大磯馬頭観音碑前・入江馬頭観音碑前） 

７／ ７  洞爺湖町文化団体連絡協議会パークゴルフ大会 

（夕日が丘パークゴルフ場） 

７／１０  とうや小学校・洞爺中学校学校運営協議会（洞爺中学校） 

７／１１  北海道市町村教育委員研修会（札幌市教育文化会館） 

７／１２  公立高等学校配置計画地域別検討協議会 

（室ガス文化センター大会議室） 

７／１５  第１１回とうや湖縄文まつり（入江貝塚公園） 

７／１６  虻田中学校体育祭（同校グラウンド） 

７／１７  校長・教頭合同研修会（役場会議室） 

スポーツ振興基金運営委員会（役場会議室） 

７／１８  定例教頭会（役場会議室） 

中学生箱根町訪問使節団結団式（役場会議室） 

７／１９  虻田給食センター学校給食運営委員会（役場会議室） 

７／２０  虻田高等学校学校祭（虻田高等学校前庭） 

砂澤ビッキ特別展（洞爺湖芸術館） 

サマーフェスタ２０１９洞爺湖（洞爺湖温泉駅前桟橋前特設会場） 

７／２２  総務常任委員会（委員会室） 

７／２３  洞爺給食センター学校給食運営委員会 

（洞爺生きがい交流センター 天野次長代理） 

７／２３～２４ 

 北海道縄文のまち連絡会（深川市生きがい文化センター） 



 

日 程 第 ３ 

【 報 告 事 項 】 

・報告第９号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・報告第１０号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆見教育長 

日程第３、報告事項に移ります。報告第９号、臨時代理の報告について（洞

爺湖町教育委員会部局の人事異動）を議題とします。事務局からの報告を受け

ます。 

天野教育次長 

報告第９号、３ページです。臨時代理の報告について（洞爺湖町教育委員会

部局の人事異動）洞爺湖町教育委員会教育長に対する事務委任規則（平成１８

年洞爺湖町教育委員会規則第４号）第２条第１項の規定により、次のとおり臨

時代理したので、同条第２項の規定によりこれを報告するものです。１件です。

６月３０日付けで退職です。佐渡明燦管理課主事について、自己都合による退

職です。以上です。 

皆見教育長 

質疑をお受けしたいと思いますが、よろしいですか。 

《「ありません」という人あり》 

それでは、以上のとおり報告を受けたということでご了承をいただきました。 

報告第１０号、４ページです。臨時代理の報告について（洞爺湖町議会令和

元年６月会議提出補正予算（第１号））を議題とします。事務局からの報告を

受けます。 

天野教育次長 

報告第１０号 臨時代理の報告について（洞爺湖町議会令和元年６月会議提

出補正予算（第１号））です。洞爺湖町教育委員会教育長に対する事務委任規

則（平成１８年洞爺湖町教育委員会規則第４号）第２条第１項の規定により、

別紙のとおり臨時代理したので、同条第２項の規定によりこれを報告するもの

です。５ページが、６月１４日時点で教育長が不在でしたので、洞爺湖町教育

委員会教育長職務代理者の岩原委員から町長あての異議がない旨の回答の文書

です。続きまして６ページ、このときは遠藤前教育長の任期満了前ですので、

真屋町長から遠藤前教育長あての令和元年度虻田郡洞爺湖町一般会計補正予算

（第１号）について、当教育委員会への意見を求める文書でして、補正予算の

内容は、歳出予算事項別明細書の７ページ及び８ページです。８ページをお開

きください。歳出です。１０款教育費、１項教育総務費、２目事務局費で２０

８万２，０００円の増額補正です。右側のページの嘱託職員の４節共済費及び

７節賃金の増額補正でして、教育委員会事務局職員が１名の欠員となることか

ら嘱託職員を１名配置したことによるものです。以上です。 

皆見教育長 

事務局から補正予算の内容の説明がありました。教育委員会事務局職員が１

名欠員となりましたので、嘱託職員１名を配置したことに伴う共済費及び賃金

の増額補正ですが、質疑をお受けしたいと思いますが、よろしいですか。 

《「ありません」という人あり》 

それでは、以上のとおり報告を受けたということでご了承をいただきました。 



 

 

 

・報告第１１号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

続きまして、報告第１１号、管理課所管の各種事務事業の取組状況について、

事務局からの説明を受けます。 

天野教育次長 

報告第１１号、９ページです。管理課所管の各種事務事業の取組状況につい

てです。 

１つ目です。公立高等学校配置計画案についてです。７月１２日に第２回公

立高等学校配置計画地域別検討協議会が室蘭市内で開催され、令和２年度から

令和４年度に係る計画案と、令和５年度から令和８年度までの見通しが示され

ました。胆振西学区に関しては、令和３年度に伊達市内において、今後の中卒

者数の状況や学校・学科の配置状況などを勘案し、一定の学校規模を維持し、

幅広い教育課程の編成・実施を図る観点から、伊達高等学校と伊達緑丘高等学

校を再編し、新設校を配置する案が示されました。募集学級数は６学級で伊達

高等学校の校舎を活用し、生徒の多様な趣味、関心や進路希望等に応じた主体

的な学習が可能となるよう、普通科単位制を導入するとしています。また見通

しに伴う学校の検討事項としては、令和５年度以降、令和８年度までに中卒者

が１８６人減少することが見込まれることから「４年間で３から４学級相当の

調整が必要」、「欠員の状況や学校・学科の配置状況を考慮し、室蘭市内にお

いて定員調整の検討が必要」となっています。 

北海道教育委員会では、７月に第２回目の検討協議会を学区ごとに開催し、

その協議内容なども参考に、９月には計画決定の予定としています。なお、虻

田高等学校が含まれる地域連携特例校に関しては、「５月１日現在第１学年の

在籍者数が２０人未満となった場合は、所在市町村をはじめとした地域におけ

る高校の教育機能の維持向上に向けた具体的取扱いとその効果を勘案した上

で、再編整備を留保」としています。この内容に沿い、１学年在籍者数１３人

の虻田高等学校については、令和４年度は再編整備留保となっています。 

２つ目です。洞爺湖町立学校運営協議会（洞爺地区）委員の任命についてで

す。任期満了に伴い６月２８日付けをもって次の方々を任命いたしました。な

お、７月１０日に第１回目会議を合同により同日開催し、会議では、それぞれ

の運営協議会の会長及び副会長の互選に続き、令和元年度の運営協議会活動予

定などを協議しました。洞爺地区の学校運営協議会の委員につきましては、と

うや小学校と洞爺中学校ともに１０ページに記載のとおりです。 

３つ目です。洞爺湖町学校給食運営委員会（虻田・洞爺）委員の補充につい

てです。洞爺湖町学校給食運営委員会、虻田給食センター、洞爺給食センター

の委員について異動等に伴い欠員が生じたため、次の方々を委嘱いたしました。

４月の小中学校長の異動やＰＴＡ会長の異動による、欠員の補充です。新しく

委員になられた方々は１０ページ及び１１ページに記載のとおりです。任期は

平和元年６月２１日から令和２年５月３１日までです。 

４つ目です。中学生避難所開設体験学習会の開催についてです。今年で６回

目となる町内中学２年生を対象とした、避難所開設体験学習会を６月４日に虻

田中学校体育館で開催しました。昨年度からは教育課程に位置づけて実施して



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おり、今回も虻田中学校と洞爺中学校の合同授業として行いました。洞爺湖有

珠火山マイスターの荒町美紀さんから２０００年有珠山噴火での避難所体験の

講話を聞いた後、生徒たちは避難者班５班、役場職員班１班に分かれ、班毎に

ロールマットを敷いて、居住スペース設営や簡易ベッド、食卓テーブルの組み

立てを行いました。避難所運営では食事の支給も大切であり、職員班がアレル

ギーにも考慮し、数種類の弁当を班毎に平等になるように仕分けを基に昼食を

とり、午後からは、避難所運営ゲームＨＵＧも行い、様々な課題が出てくる中

で、避難所の運営について班毎で討議しながら真剣に取り組んでいました。生

徒たちは、一日がかりの学習を通し、噴火時の対応、避難所での行動を意欲的

に学びました。また、６年目を迎え、この取組が知られるようになり、支援者

から段ボール製食卓テーブル、簡易トイレの寄贈もあり、参観者も増えていま

した。有珠山を有する当町の防災学習の具体的取組を今後も支援してまいりま

す。５つ目です。姉妹都市との中学生交流日程についてです。姉妹都市箱根町

との中学生交流事業の日程を次のとおり報告するものです。１２ページです。

今年度の箱根町への訪問は７月２９日から３１日までの日程で、中学生６名、

引率は団長をお願いしています洞爺中学校の高島校長先生と教育委員会職員は

末永主幹の２名の予定です。箱根町への訪問は今年で５１回目です。１３ペー

ジです。今年度の箱根町からの訪問の日程は、８月６日から８月８日までです。

今回で５３回目です。雨天の場合などには若干の変更はありますがご覧のとお

りです。以上です。 

皆見教育長 

管理課所管の各種事務事業の取組状況について５点報告がありましたが、復

唱にはなりますが、私から１点ご説明します。公立高等学校配置計画案ですが、

私が会議に出席しこの報告を受けてきたところです。胆振西学区については、

令和３年度に伊達市内にて伊達高校と伊達緑丘高校を再編して新設校が設置と

なります。募集学級数は６学級で伊達高等学校の校舎を活用し、普通科単位制

を導入するとのことでした。令和５年度以降は、９ページに記載のとおり、４

年間で３から４学級相当の調整が必要ということでした。さらに欠員の状況や

学校学科の配置状況を考慮し、室蘭市内において定員調整の検討が必要との内

容でした。正式には９月に決定の予定ですが、虻田高等学校については、これ

までどおりの地域連携特例校ですので、再編整備が留保されていますが、令和

４年度以降の再編整備が留保になっているとの報告がありました。質疑をお受

けしたいと思いますが、よろしいですか。 

来栖委員 

公立高等学校配置計画案の件ですが、新設校を設置については、伊達高等学

校という歴史、名称を継続するのではなくて、１年目から新名称の高等学校が

スタートするということですか。 

皆見教育長 

そうなります。伊達高等学校と伊達緑丘高校については廃止となりますので、

新たに新設校として設けることになり、今までの歴史を継続することにはなら



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ないかと思います。新設校の設置で一旦リセットと思います。 

来栖委員 

わかりました。 

皆見教育長 

ご質問ありますか。 

吉田委員 

虻田高等学校については、現在伊達高等学校との地域連携特例校ということ

ですが、伊達市に新しい高等学校ができた場合、当然新設校との地域連携特例

校ということになりますか。 

皆見教育長 

そういうことで私は解釈しています。他にご質問ありますか。 

吉田委員 

もう一ついいですか。２番目の洞爺地区の学校運営協議会の件について、各

学校長が委員さんを任命することになりますね。 

天野教育次長 

法律事項で非常勤特別職になります。教育委員会が任命することになります。 

吉田委員 

任期は２年で保護者の方の新任はわかりますが、新任の方が多いように見受

けられます。あえて新しい方になっていただいたということはあるのでしょう

か。 

天野教育次長 

これは、各学校へ委員の選任はお任せをしています。教育委員会でこの人に

お願いしますということは地域のことですのでしていません。学校と地域が話

し合って決めていただいています。教育委員会からは特に指定はしていません。

教育委員会が適当と認める者で、大西奈穂美さんが民生児童委員をやられてい

るので、この方は、教育委員会からお願いしています。 

吉田委員 

特に洞爺地区の場合は、今後、小中一貫校や義務教育学校の選択も出てくる

かと思うものですから。そこで学校運営協議会がうまく機能していくのかとい

う疑問がありましたので。 

天野教育次長 

委員の方は変わっていますが、前の委員の方の任期のときに、洞爺地区にお

いては、学校に協力的な地域なので、いろいろなことでお手伝いをいただいて

いるので、学校運営協議会が、これができたときに何をお手伝いしたらいいの

かと、各学校もお手伝いをいただいているので、いろいろと協議を進めました

が、任期最後の会議のとき、虻田地区に子ども食堂がありますが、洞爺地区に

はありませんので、実施した方がいいのではないかということで、前委員さん

の任期が満了しています。今回、変わってその内容を引き継いで、今年実施す

るということでなっていますので、土曜事業があるときに、お昼みんなで食べ

てですとかそのような形にしようということになっています。そういう引き継
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ぎも増えてきていまして、洞爺地区はそういう状況ですので、きちんと引き継

ぎがされ、機能しています。ですので、基本的には洞爺地区の学校運営協議会

の今後の運営は大丈夫と思います。 

吉田委員 はい。わかりました。 

皆見教育長 質疑をお受けしたいと思いますが、よろしいですか。 

《「ありません」という人あり》 

それでは、以上のとおり報告を受けたということでご了承をいただきました。 

皆見教育長 

続きまして報告第１２号、社会教育課所管の各種事務事業の取組状況につい

て、事務局からの報告を受けます。 

永井教育参与 

報告第１２号、社会教育課所管の各種事務事業の取組状況について。社会教

育課所管の各種事務事業の取組状況について、次のとおり報告します。報告に

ついては３点です。１点目、洞爺湖町少年の主張大会の開催について、６月７

日、洞爺湖町役場を会場としまして、洞爺湖町青少年健全育成連絡協議会が主

催する「洞爺湖町少年の主張大会」が開催されました。会場では、虻田中学校、

洞爺中学校の両校から選抜された生徒６名が、東日本大震災の被災体験を通し

た日常の生活の大切さや、人と関わる上での言葉の大切さなどについて、堂々

と落ち着いた態度で自分の意見を発表され、会場を訪れた約５０名の方々が熱

心に聞き入っておりました。今回、洞爺湖町大会最優秀賞に輝いたのは洞爺中

学校３年生の高橋佑輔さんで、「自分自身変われる人」をテーマとして実体験

をもとに学校への関わりの中で、仲間や家族らの支えに感謝し、自分も人を励

まし勇気づけられる人になりたいとの内容を述べたものです。なお、高橋裕輔

さんは７月１９日開催の少年の主張胆振地区大会に洞爺湖町代表として出場

し、優秀賞を受賞しました。２点目です。第１１回縄文まつりの開催について

です。史跡入江・高砂貝塚への関心と理解をより一層深めてもらおうと「第１

１回縄文まつり」が７月１５日月曜日、実行委員会の主催により、入江貝塚公

園を会場に開催されました。会場では恒例の火起こし体験をはじめとした体験

コーナーや、槍投げ、麻縄早切りを競う縄文選手権などを実施し、約２００名

の方々の来場をいただきました。開催にあたりまして、アプタフレナイの会、

入江４区、本町６区自治会、洞爺湖町商工会女性部、とうや湖レクレーション

クラブ、虻田郷土研究会、札幌国際大学など、多くの方々のご協力をいただき

ましたことに心より感謝を申し上げます。今回の縄文まつりの開催は、北海道・

北東北の縄文遺跡群を構成する入江・高砂貝塚のＰＲとともに世界遺産登録を

目指す気運を高める効果も伴い、町民の皆さまに縄文文化に対する関心を更に

高めていただける内容となりました。３点目でございます。「ふるさとふれあ

いフレンドリーツアー」について、第２６回目を迎える洞爺湖町と香川県三豊

市との友好都市提携による小学生の交流事業、ふるさと・ふれあい・フレンド

リーツアーは、８月２日から８月５日までの４日間、児童１７名、引率３名に

よる訪問団が三豊市を訪問します。期間中の体験交流などは、別紙のとおりで、
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日 程 第 ４ 

【 議 決 事 項 】 

・議案第１８号 

 

 

今後においても、両市町の絆を深める交流の実施を目指してまいります。なお、

三豊市から８月２３日から２６日までの日程で、児童２３名、引率３名が洞爺

湖町への訪問を予定しております。フレンドリーツアーの行程につきましては

１６ページ、１７ページをご覧いただきたいと思います。報告は以上です。 

皆見教育長 

社会教育課所管の各種事務事業の取組状況について、３点報告がありました

が、質問があればお受けしたいと思います。 

《「ありません」という人あり》 

それでは、以上のとおり報告を受けたということでご了承をいただきました。 

続きまして、報告第１３号、平成３０年度洞爺湖町学校給食会計決算につい

て、事務局からの報告を受けます。 

天野教育次長 

１８ページでございます。報告第１３号、平成３０年度洞爺湖町学校給食会

計決算についてです。令和元年度第１回洞爺湖町学校給食運営委員会を開催し、

平成３０年度洞爺湖町学校給食会計決算について承認されたので、次のとおり

報告をするものです。1 給食会計収支決算についてです。（１）収入状況、①

虻田給食センターです。収入合計調定で２，３１０万８，０００円、収入済額

同額で調定に対する収入率１００％です。未納額はございません。②洞爺給食

センター収入合計６１８万１，０００円で収入済額も同額で、収入率１００％

です。（２）収支状況です。①虻田給食センター、収入総額２，３１０万８，

０００円で、支出総額は２，３１０万３，０００円、差し引き５，０００円で、

この５，０００円は次年度へ繰り越しです。②洞爺給食センター、収入総額６

１８万１，０００円で支出総額６１７万３，０００円、差し引き８，０００円

で、この８，０００円は次年度へ繰り越しです。２、虻田給食センター学校給

食運営委員会議案、３、洞爺給食センター学校給食運営委員会議案をそれぞれ

別刷りで、参考までに別紙資料として添付しています。この資料は、円単位で

まとめていますので、ご覧いただければと思います。以上です。 

皆見教育長 

平成３０年度洞爺湖町学校給食会計決算についての報告を受けました。歳入

では調定に対する収入率が虻田給食センター、洞爺給食センターともに１０

０％。収支状況は、虻田給食センターは５，０００円が洞爺給食センターは８，

０００円がそれぞれ次年度へ繰り越しということになります。質疑をお受けし

たいと思いますが、よろしいですか。 

《「ありません」という人あり》 

それでは、以上のとおり報告を受けたということでご了承をいただきました。 

次に、日程第４、議決事項に入ります。議案第１８号洞爺湖町教育委員会教

育長に対する事務委任規則の一部改正についてを議題とします。提案説明を求

めます。事務局お願いします。 

天野教育次長 

 １９ページです。議案第１８号、洞爺湖町教育委員会教育長に対する事務
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委任規則の一部を改正する規則を次のように定めるものです。洞爺湖町教育委

員会教育長に対する事務委任規則、平成１８年洞爺湖町教育委員会規則第４号

の一部を次のように改正するものです。この規則の改正理由ですが、２０ペー

ジをご覧ください。事務局職員の臨時代理ということで、第３条、教育長に事

故があるときなど、教育長職務代理者が教育長の職務を執行するにあたり、自

ら事務局を指揮し事務執行を行うことが困難である場合は、法第２５条第４項

の規定により、その職務を次の順序により事務局職員に委任し、事務局職員を

して臨時に代理させることができるということで、今年度の４月から教育参与

の職位が設けられていますので、今回改正をするもので、今回新たに教育参与

を教育次長の次に設けるということで、この事務局職員の臨時代理につきまし

ては、遠藤前教育長と皆見新教育長の就任するまでの期間について、教育長が

不在となる期間がありましたので、職務代理ということで、岩原委員に代理を

してもらいましたが、実際に教育長の職務を遂行することが困難ということで

ございますので、私が臨時代理したということです。そのようなこと場合に対

応するためにこの規則を制定するものです。１９ページに戻っていただき、第

３条中第３号を第４号とし、第２号を第３号とし、第１号の次に次の１号を加

えると（２）教育参与を加えるものです。附則です。この規則は公布の日から

施行するものです。以上です。 

皆見教育長 

質疑があればお受けしたいと思います。 

《「ありません」という人あり》 

それでは、議案のとおり議決することにご異議ありませんでしょうか。 

《「なし」という人あり。》 

異議なしと認めます。 

次に、議案第１９号、洞爺湖町表彰条例に基づく被表彰候補者の内申につい

てです。事務局からの提案の説明を求めます。 

永井教育参与 

第１９号、洞爺湖町表彰条例に基づく被表彰候補者の内申についてです。洞

爺湖町表彰条例に基づく令和元年度表彰に係る被表彰候補者について、次の者

を内申することについて、議決を求めるものです。お１人ずつ読み上げて確認

させていただきます。内申をする者、岡田光弘氏、住所は入江１９０番地６６、

表彰の種類につきましては、功労表彰です。功績の概要です。氏は、３０年の

永きにわたり、虻田馬頭観世音碑保存協賛会事務局長及び会長として例大祭の

開催や、「入江馬頭観世音碑」の北海道文化財指定に尽力されたほか、「有珠

虻田牧場と馬頭観世音碑（平成４年）」、「虻田の馬頭さん（平成１７年）」

の発行など、石碑の歴史的意義づけや文化財の保護に多大な貢献をされました。

次に皆川一男氏住所は青葉町９４番３９表彰の種類については、功労表彰です。

氏は２０年の永きにわたり洞爺湖町陸上競技協会会長や、体育協会会長などを

務め住民のスポーツ活動の推進を図り、当町の体育振興の発展に貢献し、また、

１２年の永きにわたり町議会議員や青葉２区自治会長などを歴任し、地方自治



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の振興と発展に貢献をされています。宮崎正治氏、貢献賞です。住所は泉１７

番地１８、表彰の種類は貢献賞です。氏は１１年の永きにわたり、パークゴル

フ協会の指導普及部長としてパークゴルフの普及発展に寄与するなど、町の体

育振興に貢献されています。２２ページです。竹迫次光氏、住所は洞爺湖温泉

４０番地１８、貢献賞です。氏は１１年の永きにわたり、パークゴルフ協会の

協会理事として大会運営等を通してパークゴルフの普及発展や町の体育振興に

貢献されています。清水春男氏、住所が高砂町４４番地２、貢献賞です。氏は

１１年の永きにわたり、パークゴルフ協会の協会理事として大会運営等を通し

て、パークゴルフの普及発展や町の体育振興に貢献されています。木村省平氏、

住所は洞爺町１６０番地１、貢献賞です。氏は２９年の永きにわたり、洞爺湖

町子ども会育成連絡協議会の活動に、積極的に参画し各種事業の推進等に大き

く貢献をされています。伊藤悠子氏、住所が高砂町１０７番地、貢献賞です。

氏は１９年の永きにわたり、ウイメンズネットワーク洞爺湖の理事、監事を務

め本町の婦人活動の振興に貢献をされています。秋田かよ子氏、住所は洞爺湖

温泉５８番地、貢献賞です。氏は７年の永きにわたりウイメンズネットワーク

洞爺湖の幹事を務め、本町の婦人活動の振興に貢献されています。齋藤学氏、

住所が洞爺湖温泉１８６番地６４、表彰の種類は特別表彰（栄誉等）です。平

成３１年１月の「第２３回ジャパンクラシックマスターズベンチプレス選手権

大会」９３kg級で優勝し、同年５月に千葉県で開催の世界大会に出場されてい

ます。木藤大幹氏、住所は栄町８６番地２６、特別表彰（栄誉等）です。平成

３０年１１月、兵庫県での「第２３回ジャパンクラスマスターズリフティング

選手権大会」１２０kg超級第１位入賞し、平成３１年６月にスウェーデンの国

際大会に出場されています。菊田真代氏、住所は高砂町１１０番地１１、特別

表彰（栄誉等）です。平成３０年５月の「第１５回北海道小学生学年別柔道大

会」４５kg級で第３位入賞、前年度には全国小学生学年別柔道大会に出場し、

好成績をおさめています。虻田ジュニアオーシャン、少年野球のチームです。

監督は、口屋紀史氏、特別表彰（栄誉等）です。 

野口グループ夢カップ少年野球大会優勝、北海道チャンピオンシップ協会主

催、Ｃ１トーナメント第３位となり、全日本都市対抗少年軟式野球大会に北海

道代表として出場しています。以上、功労表彰２名、貢献賞６名、特別表彰３

個人１団体、です。よろしくお願いします。 

皆見教育長 

質疑があればお受けしたいと思います。 

岡本委員 

貢献賞でも、年数が違うのは何か基準があってのことでしょうか。 

皆見教育長 

事務局お願いします。 

永井教育参与 

表彰基準がありまして、それぞれの活動に何年以上という基準があります。 

毎年度、この基準で判定し、内申書を提出いただいて、表彰審議会のほうに



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 程 第 ５ 

【 そ の 他 】 

 

 

 

日 程 第 ６ 

【 閉 会 】 

 

提出するということですので、ちょっとばらつきはあります。 

岡本委員 

わかりました。 

皆見教育長 

はいどうぞ。 

吉田委員 

全く異を唱えるものではないですが、功労表彰と貢献賞の基準があるのは知

ってはいましたけれども、特別表彰は特別ですか。これには基準はありますか。 

永井教育参与 

優れた成績で、特別に全国大会に出場したからとか、大会で優勝したからと

いうことではなくて、すぐれた成績ということですので。 

吉田委員 

体育協会からの推薦ということですか。 

永井教育参与 

 体育協会からの推薦になります。 

吉田委員 

わかりました。 

皆見教育長 

他に質疑ありますか。 

《「ありません」という人あり》 

それでは、議案のとおり議決することにご異議ありませんでしょうか。 

《「なし」という人あり。》 

異議なしと認めます。 

議案第１９号、洞爺湖町表彰条例に基づく被表彰候補者の内申については原

案のとおり可決されました。以上で議決事項を終わります。 

日程第5、その他、何かございますか。 

《「ありません」という人あり》 

事務局から何かありますか。 

事務局 

ありません。 

皆見教育長 

以上で、洞爺湖町教育委員会令和元年第3回定例会議を終了します。 

 

 

１４：０７ 閉会 

 

  

 


